
平成２８年度 第５回 COC 実施本部会議 議事録 

平成２8年１１月 2日（水) 

15：15～16：02 

場所：本部大会議室 

出席者：清水学長、齋藤教育開発センター長、田浦学生部長、岡野研究開発推進センター長、西谷事務局長、 

木村企画部長、森地域連携推進担当課長、山村学生支援部長、中井教務担当課長 

【議 題】 

1. 社会人志願者及び選考について 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より説明がなされた。 

「伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ（産業基本論）」、「伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ（六次産業化論）」受

講志願者以下４名は、科目等履修生として 10 月 19 日の教授会で既に承認を得ている。 

・ 平田 昌毅（ヒラタ マサキ）：（株）三重銀行伊勢支店長 

・ 伊藤 めぐみ（イトウ メグミ）：三重県環境生活部振興課 文化振興専門員 

・ 船谷 哲司（フナタニ テツジ）：エクノフ（株）代表取締役 

・ 村井 弥寿英（ムライ ヤスヒデ）：船谷建設（株） 

審議の結果、異議なく了解された。 

2. 清水学長年頭講話について 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より説明がなされた。 

今年度 1 月 12 日に予定している清水学長年頭講話を、「伊勢志摩共生学（従来の「伊勢学」）」第 15 回

（平成 29 年 1 月 26 日授業実施）と統合し講義をしてはいかがかと教務委員会及び学生委員会にて審

議された。ＣＯＣの関連科目であるため本会議で承認を得たい。 

清水学長としても、ＣＯＣとしての趣旨である地域の歴史・文化・資源と、建国記念の日、神宮は密接に関

係することであるので、今年度は、学長年頭講話と伊勢志摩共生学講義を合わせて運営する。 

次回 11月 30日教学運営会議で報告し了解を得て、12 月 7日の教授会にて承認を得る。 

なお、１年生は必須科目であるが、２年生以上は３講時または４講時に出席をするよう年明けに全学部学

生に告知する。 

審議の結果、異議なく了解された。 

3. ＣＬＬ活動について 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より説明がなされた。 

３件の新たなＣＬＬ活動が始まる。 

・ （鳥羽市）国崎二船祭プログラム 

「二船祭」とは、国崎町にある２つの集落同士が船で競い合い豊漁を願う祭（11月23日本祭）で

ある。地域おこしに学生の協力を得たい。（現段階では補欠だが）乗り手としても参加してほしい

と実施主体側から申し出がある。参加学生は、齋藤教授のゼミ生。 

・ （度会町）度会カフェリョクプロジェクト 

東京都内のカフェで、伊勢茶を使用したメニューの開発、オリジナル急須の制作や伊勢茶教室の

開催などを行う。参加学生は、主に藤井先生の地域社会研究会のメンバー。 



・ （南伊勢町）南伊勢町ドローン防災プロジェクト 

南海トラフ地震による津波への各種対策を求められており、より高齢者子供向けの防災マップの

構築や資料をドローンによって収集する。それに基づいたイベントやワークショップの開催の活動

を目指す。 

いずれも、地域の課題に対して学生が取り組んでいく。 

審議の結果、異議なく了解された。 

4. CLL 活動参加学生（学校行事参加者） 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より説明がなされた。 

▪伊勢河崎商家リノベーションプロジェクト    担当教員：池山先生 

▪伊勢シーパラダイス、リニューアルプロジェクト    担当教員：池山先生

▪子供・お年寄向けの「ごみ分別ガイドブック」作成事業    担当教員：齋藤先生

▪南伊勢町ドローン防災プロジェクト    担当教員：近藤先生 

▪国崎二船祭プログラム    担当教員：齋藤先生 

▪度会カフェリョクプロジェクト    担当教員：藤井先生

審議の結果、異議なく了解された。 

【報 告】 

1. 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）平成 28 年度評価 現地調査について

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より報告がなされた。 

9 月 27日に面接審査に赴き、その結果、「現地調査の必要なし」との連絡があった。 

2. 文部科学省統一指標 FU（フォローアップ）アンケート再実施の結果報告 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より報告がなされた。 

当初行ったフォローアップアンケートの、「地域についての授業を受講したことがあるか」の質問事項で、その

問いの選択肢の中に、平成 26年度生のカリキュラムが終わり「伊勢志摩共生学」が始まるということで、

「伊勢学」という選択肢を削除してしまった。そのため再調査を行った。 

また、再調査した際の気になる点として、「伊勢の知識を知らない人に教えたいと思う」「卒業後は地元に戻

るつもりなので活かすつもりはない」と自由記述にあったのだが、「伊勢学」を実施してきた教員側としては、

伊勢は単にモデルケースであり、学んだことを将来自分が住む町あるいは出身の地域に対し、どう活かし

ていくかを考えるきっかけにしてほしいと考える。 

3. 平成 28 年度プロジェクト研究Ⅰ履修者数 

清水学長の求めに応じ、齋藤教育開発センター長より報告がなされた。 

27 名が履修している。プロジェクト研究Ⅰを履修せずともⅡだけでも履修は可能である。 



平成 28 年度 第 6 回ＣＯＣ実施本部会議は、 平成 28 年 11 月 30 日(水)、本部大会議室で開催されるこ

とが確認された。 


